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要旨

精神分析学などの自然科学的心理学では、心と体・理性と感情・意識と無意識などの部分を研

究する『要素論』的立場をとる。これに対してアドラー心理学は『全体論』の立場をとり、人間

全体を統一体としてとらえ、個人を分割できないひとつの単位と考える。部分はすべて全体によ

って、ライフスタイルすなわち人生の目標へ向かう運動の線に沿って、目的のために使用される

のである。この考え方を『使用の心理学』という。さらにアドラー心理学は個人を『社会』とい

うより大きな統一的な全体に組み込まれたものとみなす。この意味でも全体論的であり、社会の

要請に調和した個人の人生の実践のために必要とされるのが『共同体感覚』である。全体論的観

点は主に人間学アプローチを行う諸学派や東洋医学で用いられている。全体論とは、病気ではな

く、病む人その人を理解しようとする姿勢なのである。
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分割できない個人

人間を頭・胴・腕・脚などの部分に分けてしまうと死んでしまいます。そうして分けた部分を

もう一度つないでも、人間は生きかえりません。人間は全体としてひとつの生命体なのであり、

部分に分けると最早生きた人間ではなくなってしまうのです。

人間を心と体・理性と感情・意識と無意識などの部分に分けて、その各々の部分を研究しよう

とするのが、行動主義心理学やフロイトの精神分析学のような、自然科学的心理学です。このよ

うに、部分のはたらきを調べて、そうして得られた知識を集めて人間を知ろうとする研究方法を

『要素論』または『還元論』といいます。

アドラー心理学はこの考えかたをとりません。部分についての知識をいくら集めても、生きた

人間全体はわかりません。人間は心と体・理性と感情・意識と無意識などの部品の寄せ集めでは

ありません。それ以上のものなのです。人間は全体としてひとつの統一体・生命体であり、それ

以上は分割できないひとつの単位、まとまりなのです。このように、人間を全体としてひとつの

単位とみなして研究しようとする立場を『全体論』といいます。アドラー心理学は全体論の心理

学です。

[1]
とアドラーは言っています。
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全体論と目的論

人間は目標に向かって生きてゆきます。これがアドラー心理学の『目的論』の人間観です。さ

て、個人は全体として目標に向かってゆくのです。心も体も、理性も感情も、意識も無意識も、

ひとつになって協力して生きてゆきます。目標に向かう人生の流れ、すなわちライフスタイルに

部分がさからうことはないのです。こう考えるのが全体論的な目的論です。

アドラーはこのことについて、
[2]

と述べています。フロイト心理学などは、意識と無意識、あるいは自我

と衝動の対立の場として人間精神を考えますが、アドラーは

[3]
と言ってこれを非難しています。

一見対立するように見える部分の背後にある一貫した運動を見つけ出すこと、これがアドラー

心理学の仕事です。

[4]
とか、

[5]
とか、アドラーはいたる所でこのことを強調しています。

使用の心理学

部分はすべて、全体によって、ライフスタイルすなわち人生の目標へ向かう運動の線にそって、

目的のために使用されます。知能も感情も、そして神経症や精神病の症状も、すべて目的に向か

って使用されているのです。この考えかたを『使用の心理学』といいます。

[6]
とアドラーは述べています。

自分の天分や能力を有益で建設的な目的に使用するのが良い人生であり、無益な、あるいは破

壊的な目的に使用するのが神経症・精神病あるいは非行・犯罪なのです。このような立場から異

常行動を見るのがアドラーの精神病理学です。
[7]

のです。

社会の中の個人

[8]
とアドラーは書いています。アドラー心理学は、個人を『社会』というより

大きな全体の中に有機的に組みこまれたものとみなします。社会は単なる個人の寄せ集めではな

く、ひとつの統一的な全体なのです。この意味でもアドラー心理学は全体論的です。社会の要請

に調和した個人の人生、それがアドラー心理学の実践的目標です。そのために必要とされるのが

『共同体感覚』ですが、これについては別の機会に詳述します。
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他理論との比較

19 世紀末のドイツの哲学者ディルタイが、「自然は（自然科学的に）説明され、精神は（人間

学的に）了解される」と述べて以来、人間精神の研究に自然科学的アプローチを用いることの限

界が認識され、新しい別の研究方法が探究されてきました。アドラー心理学もこの『人間学』的

アプローチの中のひとつなのです。

原因論と同じく要素論も自然科学的なものの見かたです。そこで、自然科学の限界をのりこえ

ようとした人間学の諸学派では、目的論と同時に全体論的アプローチをおこなうものが数多くあ

ります。

たとえばホーナイは、ややひかえ目にではありますが、

[9]
と述べて要素論を批判し、全体論を暗に擁護しています。

またビンスヴァンガーは、

[10]
という意味のことを述べています。

これら欧米の学者とは別に、東洋医学も全体論的なものの見かたを用います。辻本は、
[11]

と言っています。これとまったく同じこ

とをアドラーは、

[12]
と言っています。全体論とはすなわち、病気ではなく、病む人その人を理解しよう

とする姿勢なのです。
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